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１０月 1８日の土曜さんまクラブ「スーパーシャボン玉で遊ぼう」より 

巻頭言 －ひとりひとりの「光」が輝く居場所を  事務局長：大川大地 
 11 月も後半に入り、だんだんと寒くなってきました。水口の町も様々な場所にイルミネーションが飾

られ、クリスマスムードになっています。みなさまお風邪など引かずにお元気でお過ごしでしょうか。

大変遅くなってしまいましたが、さんまクラブのニュースレター第３号（2014 年冬号）をお届けいた

します。 

 私どもNPO さんまクラブは 2013年 12 月に法人格を取得し、2014年 4 月から本格的に活動をス

タートさせました。水口の地域に「居場所」を創造することを目的に発足した法人です。みなさまにお

支えいただき、何とか事業年度の半年を無事に終えることができました。みなさなのご支援に心から感

謝いたします。今年度は、事業拡大をして取り組んだ「土曜さんまクラブ」（児童館事業）、4 月より新

たに取り組んでいる「放課後さんまクラブ」（放課後学童クラブ事業）などの事業を中心に、地域の子ど

も達と一緒に居場所を創造する事業に特に力を入れて活動を展開してきました。夏休みには、新たな事

業として「夏休みさんまクラブ」、「ヒロシマ・イワクニ平和スタディツアー」（NPO さんまクラブ単独

の事業としては初めて）の二つの事業に取り組みました。幸いどの活動にも多くの参加者が与えられて

います。また、保護者の方々からも、「子どもがとっても楽しんでいます」との声も多く頂いています。

改めて、私たちの「居場所」を創造するという活動は、この地域に必要とされているのだ、との思いを

新たにしているところです。 

 さんまクラブは、活動を始めた当初から「子ども」を活動の中心に考えてきました。地域の子ども達

から「さんま」（時間・空間・仲間）が奪われているのではないか、その気づきが私たちの活動のスター

トでした。さんまクラブの設立趣旨書には次のように書いています。 

 

現代の子どもたちをとりまく環境は大変に厳しいものがあります。学校での「いじめ」などをはじめと

した、子どもが被害者になってしまう、逆に子どもが加害者になってしまう痛ましい事件・事故が連日

のように報道されています。受験競争の低年齢化、広がり続ける格差、子どもに関する凶悪事件が報道
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されるたびに強化される監視社会が子どもたちの「居場所」=「さんま」（時間、空間、仲間）を奪い続

けています。 

 

じっくりとやりたいことに取り組むことのできる「時間」、のびのびと身体を使って遊ぶことのできる

「場所」、一緒に課題に取り組むことのできる「仲間」。「さんま」が今の時代を生きる子どもたちから奪

われていて、だからこそ子どもたちに必要とされている。私たちの活動は、これまでこの「思い」に支

えられてきました。だからこそ私たちは「設立趣旨書」に「学童・児童館事業を行うことによって、さ

らに多くの子どもたちに、ほっとできる「さんま」を提供するために活動します」と明記して法人を発

足させました。 

 半年以上活動を続けてきて（任意団体から始めている土曜さんまを含めると活動は 1 年半以上になり

ます）、設立当初の「思い」は何も変わっていません。変わっていないどころか先に書きましたように「思

い」はさらに強くなっています。でも、一つだけ、このように長い間地域の子ども達と関わってきて、

私には気付かされたことがあります。先に引用した設立趣旨書では、私たちは「さんまを子どもたちに

提供する」という表現を何度も用いました。でも、その表現は少し違ったんではないか、ということに

私は気付かされました。実は、私たちが「提供する」までもなく、子ども達には自分たちの手で自分た

ちの「居場所」を「創造」する「力」があるのだ、と思うようになりました。しかも子ども達は自分ひ

とりで自分だけの居場所を創り出しているのではなく、仲間と一緒に、自分たちの居場所を創造してい

る。これは「すごいこと」です。子ども達が自分で自分たちの居場所を創造する、私たちの仕事は、そ

の「手伝い」をしているに過ぎない。いや、過ぎないというか、子どもたちが自分たちで行う居場所の

創造の「手伝い」だからこそ、私たちの活動はとても重要なのだと思うのです。 

 土曜さんまや放課後さんまでプログラムを準備する時、私たちは実はとっても不安です。当日の天気

が雨だったりするとさらに心配になります。子どもたちは楽しんでくれるだろうか。もっと「遊び」を

用意した方がいいんではないか、もっと「プログラム」を提供した方がいいんではないか。いろいろな

ことを考えます。そのような試行錯誤が私たちスタッフの成長につながっていますし、今後もああでも

ない、こうでもない、と試行錯誤を続けていきます。でも、子どもたちは、いつも、私たちの不安を吹

き飛ばすように、自分たちで遊びを発見して、自分たちで元気いっぱいに走り回っています。これはや

はりとっても「すごいこと」だと毎回思うのです。 

 日本語で「教育」と言われる言葉は英語の“education”の翻訳語です。この educationという言葉

は、もともとラテン語で“e-”（外へ）、“ducere”（引きだす）という二つの言葉から出来ています。

つまり、何も持っていない人へ何かを与えることが education なのではなく、もともとその人が持って

いる豊かな可能性と力を外へ引きだすことが education なのです。ですから「教
きょう

（え）育
いく

（てる）」と

いう言葉は educationの訳語としては実は不適当です。それぞれが持っている豊かな力と可能性を信頼

しあい、互いに引きだしあう。そのような相互的な行いが私たちの目指すべき education なのだと思い

ますし、その意味では、さんまクラブに集まっている子どもたちはすでに十分に「共
きょう

（に）育
いく

（つ）」

を自分たちで実践しています。 

 クリスマス前にあたり、突然ですけれども、新約聖書の「エフェソの信徒への手紙」から引用します。 

 

あなた達は以前は暗闇でしたが、主にあって今は光なのです。 

光の子どもとして歩きなさい（5 章 8 節） 
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活動報告その１．放課後さんまクラブ、土曜さんまクラブ 

 

 私がとっても素敵だなぁ、と思うのは、この言葉が「頑張って光の子になりなさい」と言っているの

ではなく、「今やすでにあなた達は光なのだから、光の子として歩みなさい」と言っているところです。

「光」という言葉にもキリスト教的な匂いがプンプンしますけれども、でも私は別にキリスト教的に理

解するのではなく、やや強引ですが、この「光」を先ほどから述べている、可能性、力のことだと考え

たいと思うのです。能力や資格を身に着けさせようとする偏差値重視のつめこみ教育で、子どもたちは

「頑張れ！頑張れ！」の大合唱の中に置かれてしまっています。「頑張ってテストでいい点とりなさい」、

「頑張っていい学校に行きなさい」。「頑張って」という言葉はいい言葉なようで、全くその人の持つ可

能性を信頼していない言葉です。私たちは、大変ストレスの多い状況の中で、子ども達に「頑張れ」と

声をかけるのではなくて、子ども達が持っているそれぞれの素敵な可能性をどこまでも信頼し続けたい

と思うのです。自分たちで自分たちがありのままに輝くことのできる居場所を創造することができる。

子ども達の持つそんな豊かな可能性が、豊かな力が、このような暗い時代の中にあって私たちの希望の

光なのだと信じています。私たちは、この暗く寒い、今の時代だからこそ、この希望の光が赤々と燃え

続けることのできるための「ろうそく」でありたいと思っています。 

 どうぞ良いクリスマスをお過ごしください。 

 

 

 

2014 年度は、平日の「放課後さんまクラブ」（放課後学童クラブ事業：毎週水、金の放課後～17:30

まで）と週末の「土曜さんまクラブ」（児童館事業：毎月第 2～第 5 土曜日、13:30～16:30）の活動

を柱に取り組んでいます。現在、放課後さんまは定期利用者 4 名、土曜さんまは平均 20 名前後の人数

で行っています。この半年間、楽しいプログラムをたくさん行いました。写真で様子をご紹介します。 

 

             9 月 20 日土曜さんま「ゴミ袋で作るソーラーバルーンより」 
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7 月 26 日 全長３０Ｍ 親子でスーパー流しソーメン 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜さんまクラブの前期のビッグイベント「スーパー流しソーメン」の開催ですっ！水口幼稚園の巨大

遊具「冒険の森」をお借りして、大人 3 人がかりで作りました！この日は歴代 1 位の参加者、55 名！ 

 

 

 

 

 

 

園舎から冒険の森まで、 

竹でつなぎます。 

折り返し地点。 

パイプでつなぎました！ 

滝！！！ 



特定非営利活動法人さんまクラブ ニュースレター（季刊） 

201４年１１月２８日発行 第３号 

5 

 

10 月 18 日 スーパーシャボン玉で遊ぼう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割れにくいシャボン液をみんなで作って、 

シャボン玉の中に入ったり、ふくらませたり。 

楽しかったね。 

 

 

 

10 月 25 日 秋の遠足より 

みんなで近江兄弟社へ遠足に行きました。 

1 時間以上電車に乗っての遠足。楽しかったね 
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祝祭
ま つ り

の片隅で考える「共生」 

堀江有里 
（当法人理事。公益財団法人世界人権問題研究センター・専任研究員。専攻は社会学、フェミニズム、クィア神学） 

 

■求められつづける「コミュニティ」 

 人と人とがつながることができず、様々な分断線が引かれつづける時代――〈いま−ここ〉に限ら

ず、いつの時代にもそんなことは言われてきました。ただ、いつも恣意的に引かれていく分断線の

内容や位置が少しずつズレているだけの話であって。だからこそ、人と人とをつなぐことの意味が

考えられてきたし、いまもつなぐ場をつくろうとする人たちがいるのだとは思います。 

 わたしが研究している社会学では、「コミュニティ」という言葉がしばしば使われます。ところが、

この言葉には使う人によって意味が異なる場合がある、多少、厄介な言葉でもあるのです。もとも

とは、家族や親戚関係、地域など、人びとが“宿命的”な存在としてそのなかに位置づけられてい

るものが「コミュニティ」として想定されていました。それはある意味で自分の意思では選ぶこと

のできないものです。古い社会学者たちは、このような「コミュニティ」を論じる場はやがて衰退

していくだろうと考えていました。都市化や工業化のなかで、家族や親戚関係、地域のなかに縛ら

れて生きることは、なくならないとしても希薄になり、流動的で、それほど人びとが関心を寄せな

くなるだろうと思っていたようです。 

 しかし、「コミュニティ」への関心は、いまもなくなることなく、つづいています。ただし、多少、

かたちをかえて。そこで重要視されるようになったのが「選び取られたコミュニティ」です。まさ

に従来の「コミュニティ」を超えて、人と人とがつながっていこうとする、そのような人びとの集

まりとも言えるものです。イギリスの社会学者であるジェラード・デランティは、「ルーツ探しやア

イデンティティの探索、帰属（ビロンギングス）に対する欲求」が、人びとにあらたな「コミュニ

ティ」を求めさせるのだと指摘しています（『コミュニティ ――グローバル化と社会理論の変容』

山之内靖 ・伊藤茂訳、NTT 出版、2006年）。  

 従来の「コミュニティ」と「選び取られたコミュニティ」――ふたつのかたちは、しかし、そん

なにかけ離れたものなのでしょうか。 

 

■東九条マダン ――地域・民族・共生 

 ひとつの例をみていきたいと思います。11 月 2 日（日）、「東九条マダン」というおまつりに訪

れました（公式サイト「いこかつくろかみんなのマダン」http://www.h-madang.com）。 今年

は前日に降り続いた雨も開始時間には止んだものの、昼前にはステージプログラムを一時中断せざ

るをえなかったほどに大降りになりました。午後には上がったため、予定通り、遅れてのプログラ

ム続行。わたしも友人に誘ってもらい、今回はスタッフとして参加しました。 

 東九条は、京都駅の南側に広がる町。その一角に在日朝鮮人の住民が多い地域があります。「東九

条マダン」は、簡単に表現すれば“民族文化祭”です。1993 年にはじまり、今年は第 22 回。す

でに 20 年余りの歴史を重ねてきました。 

 第一回（1993年）の開催に向けての呼びかけをみると、こんなことが記されています。（１）韓

連載 「居場所」を考える ―第 2回― 
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国・朝鮮人、日本人がともに主体的にまつりに参加し、そのことを通して、それぞれの自己解放と、

真の交流の場をつくっていきたいと思います、（２）在日韓国・朝鮮人すべてが、一つの踊りの輪に

参加できる世代交流の場とし、そのことを通して、三、四世の子ども達の生きた民族教育の場を創

り出したいと考えます、（３）朝鮮民族の願いである民族統一に寄与するために、生活の場である地

域から、南・北和解と統一へつながるマダンをつくっていきたいと思います、（４）東九条で生活す

るさまざまな立場の人々が、ともに生き、人と人が真に触れあえる、そのようなマダン（広場）に

したいと考えます。 

 大阪・生野民族文化祭が、在日朝鮮人の文化を継承していこうと、在日朝鮮人のための、在日朝

鮮人による、在日朝鮮人のためのおまつりとしてはじまったことと比較して、東九条マダンは後発

イベントとして少し趣旨をたがえています。世代を超えて在日朝鮮人の文化の継承をめざしつつも、

在日朝鮮人と日本人の「共生」を前面に打ち出した、ということです。 

 プログラムの大きな目玉は、毎年、あらたな脚本でつくりあげられるマダン劇と、フィナーレの

和太鼓×サムル（朝鮮楽器演奏）の共演。もう陽も落ちて夜の帳が降りてきたなか、集まった人び

とが打楽器のリズムにあわせて、一緒に踊り、そして終了となりました。 

  

■往還するコミュニティ ――「共に生きる」とは？ 

 さて、ここで「コミュニティ」に立ち戻りたいと思います。東九条マダンは、実際に在日朝鮮人

の多く住む町で、民族文化の継承としてはじまった点では、特定地域という「コミュニティ」のお

まつりです。日本の学校では教えられない言語や踊り、民族音楽などを共有する場として機能して

います。同時に、民族の異なる人びとが一緒にマダン劇や楽器演奏を通じて交流していく場でもあ

ります。他方で、このおまつりは、東九条の町のなかだけではなく、様々なところから人びとが集

まってくる場でもあります。以前に東九条で活動したり、働いていたりした経験がありながらいま

は離れている人びと――わたしもその一人ですが――、ほかの地域で民族文化の継承についての活

動をしている人びと、ただ楽しみに訪れる人びと。町の〈外部〉からやってくる人びとにとって、

東九条マダンは「選び取られたコミュニティ」であることがわかります。 

 分析上、二つにわけられた「コミュニティ」という概念――しかし、その二つは往還しつつ、そ

こに存在することもある、ということです。 

 もうひとつ考えておきたいのは、東九条マダンが掲げている「共生」について，です．民族を“超

えて”つくられようとする場とは、どのようなものなのか。異なった文化背景をもつ人びとが共に

生きていくこと――「多文化共生」――は、いまでは様々な場で掲げられるスローガンでもありま

す。それぞれの個性が生かされる社会を、一人も残らずに包摂される社会を。そのスローガンはた

しかに美しい。けれども、そこで損なわれてしまうことがあります。それは、多様性を称揚するこ

とによって、場を平板化してしまう、という問題です。 

 たとえば、在日朝鮮人と日本人には歴史的な背景のちがいがあります。東九条という町を例にと

ってみれば、地域が差別されてきた歴史をもっていますが、それは在日朝鮮人が多いから、という

理由でもありました。詳細は省きますが、その町の形成にも、また職業分布にも特色がみられます。

何よりも、圧倒的多数の「日本人」は、自分の民族を意識せずに日常生活を送ることができるとい

う「特権」をもっていることも大きなちがいだと、わたしは思っています。 

 マジョリティとマイノリティ――“当たり前”に生きることができる権利が与えられている者と、
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活動報告その２．ビアガーデン、若人エンパワープロジェクト 

その権利が剥奪されている者。そこにはそれぞれが意識していなくとも、社会構造のなかで権力関

係があるわけです。東九条マダンがめざす「共生」は、その部分が意識的に提示されているのだと

思います。だからこそ、在日朝鮮人文化を継承していこうとする動きがあり、そこに朝鮮の民衆楽

器が鳴り響くわけです。また、排外主義が横行しているいまの日本の状況を思いつつ、マダン劇の

脚本を執筆した梁説（やん・そる）さんは、今回、あえて「ヘイト・スピーチ」――たんなる発言

行為ではなく、言葉が向けられた人に及ぼす影響も含めて「差別煽動行為」と訳されます――をテ

ーマに選びました。在日朝鮮人一世のハルモニ（おばあさん）を主人公に据えつつ、わたしたちの

社会が生み出す罵倒を――自分たちが聞きたくはない言葉を――あえて劇中にいくつも登場させた

わけです。楽しむだけのおまつりではない、という意味がそこには含まれていたような思いをもっ

て、わたしはその場にいました。 

 共に生きること――それは誰もが生かされていくためには、その前に多くのことをわたしたちが

成し遂げなければならないという課題を示されているスローガンのようにも思えます。多くのマジ

ョリティたちにとって、無関心であったり、無意識であったりするものを俎上に載せることからし

かはじまらない、壮大な計画でもあります。それでも、月並みではありますが、一人ひとりが一歩

ずつ踏み出せば、案外、達成するには困難なことでもないような気がしてもいるのです。 

 

 

 

もちよりビアガーデン 

さんまクラブは「子どもの居場所作り」の事業だけではなく、「大人の居場所作り」にも取り組んでいま

す！目玉事業のひとつは「大人の冒険 もちよりビアガーデン」。今年度は４回実施しましたが、毎回大

人、子ども合わせて 60名前後の大盛況ぶり。お酒と料理とお話が、仲間の輪を広げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

若人エンパワープロジェクト 

 認定特定非営利活動法人しがNPO センター主催の「若人エンパワープロジェクト」にさんまクラブが

選ばれて、事務局長の大川が参加しています。このプロジェクトは滋賀県のNPO の若手を元気づける（エ

ンパワメント）ためのプロジェクトで、月に 2回ほど、「会議の方法」や「会計」などの実践的な内容か

ら「ボランティア・マネジメント」など幅広い内容の講座を開催してもらっています。同じ県内のNPO

の若手の仲間たちと一緒に学びを深めています。Facebook ページなどをご覧ください！（「若人エンパ

ワープロジェクトで検索するとすぐに出てきます」） 
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2014 年度、会費の納入、クリスマス・カンパにご協力下さい！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも、NPO さんまクラブの活動にご理解とご協力を賜りまして感謝いたします。2014年度を迎え、NPO さ

んまクラブは、この水口の地に「居場所」を創造するためのさまざまな活動を本格的にスタートさせています。NPO

さんまクラブの活動は、会員のみなさまの会費、一般の方々からの寄付金で支えられております。下記のように目

標額も定めさせて頂きました。事業年度の半年を過ぎ、大変厳しい財政状況が続いております。どうぞ 2014年度

の会費の納入にご協力下さい。寄付金でさんまクラブを支えて下さい。同封いたしました郵便振替用紙をご活用下

さい。また会費の分割払い等の相談にも応じます。スタッフまで声をかけて下さい。よろしくお願いいたします。 

正会員費  ：  年間5000 円 

   賛助会員費：個人一口2000 円 

団体一口5000 円 

 

 

 

2014 年度会員納付者&寄付者名（敬称略・順不同：１１月２７日現在） 

■正会員 

●14 年度：谷村耕太、藤居都、宇田慧吾、谷村徳幸、上村万里子、片岡自由、西田周平、大川清、大川大地、菅孝行、

藤原忠昭、守岡英子、津田智恵子、福澤祥、鵜飼典子、川口義彦、中村深鈴、横田明典、石田原さやか、白川勝代、池

田純平、角田啓子、星山京子、平野明子、木村和広、池田咲子、池田博、森岡兼光、川上信、川上幹太、木戸進次 

■賛助会員 

●14 年度：木下栄美子、塩野靖男、竹花牧人、原田孝行、片岡公子、北垣景子、田村信征、川島洋一、續時子、 

大谷元宏、宮川道子、三谷一夫、三谷一子、大谷和雄、神山登美子、中島樹生、上村静、街道裕都、森小百合、 

巣立っ子診療所（団体会員）、森美佐子、杉野輝、竹内宙、小林明、丹波二三夫、伊早坂貴宏、小田原緑、山元重夫、 

北脇曻、植田清一郎、奥村麻由、安田和人 

■寄付者 

●14 年度：池田純平、谷村徳幸、宇田慧吾、塩野靖男、匿名２名、片岡公子、北垣景子、田村信征、谷村耕太、 

福澤祥、大谷和雄、八木暖人、神山登美子、大川大地、森小百合、岡八十二、日本基督教団水口教会青年会有志、 

小田原緑、星山京子、佐野恭子、日本基督教団草津教会、宮田誉夫、山元重夫、北脇昇、川島洋一、鵜飼典子、 

奥村麻由、原田孝行、木戸進次 

 

みなさまのご協力に心から感謝いたします！ありがとうございました！ 

 

訃報：遠い地より私たちの活動をお支え下さっていた小田原紀雄さん（日本基督教団羽生教会牧師）が 8 月 23 日に

ご逝去されました。ご遺族の皆様の上に慰めがあるようにお祈りいたします。小田原さん、天国でもお元気で！ 

2014 年度 会費、寄付金 目標額 

会 費： 740,000 円 

寄付金：1,500,000 円 

        ご協力をよろしくお願いいたします！ 
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☆毎週水・金曜日 「放課後さんまクラブ」 

 毎月第２・３・４・５土曜日 「土曜さんまクラブ」 

 

１１月２９日 2015 年度放課後さんまクラブ説明会 

12 月８６日 定例スタッフミーティング  

  

１１月１１日 新年もちよりビアホール 

12 月 77 日 定例スタッフミーティング 

22 月 14 日 2014 年度第 3 回理事会 

12 月 

 

特定非営利活動法人 さんまクラブ 

理事長：谷村徳幸 

事務局長：大川大地                                                     郵便振替口座 

スタッフ：池田純平、谷村耕太                  口座記号番号：00910-7-202663 

〒528-0028 滋賀県甲賀市水口町城東３－２１          口座名：特定非営利活動法人さんまクラブ 

Tel：０７４８－７６－３４１４  FAX：０７４８－７６－３４１３ 

E-mail：3ma.club@gmail.com 

                

NPO さんまクラブの予定 

編集後記 

△ニュースレター「さんま」は「季刊」ですが、前回夏前に発

行した第 2号からすでに半年以上も経過してしまいました。

これから暑くなるなぁと思っていたのが、もう冬真っただ中！

ようやく第 3 号のニュースレターが完成しました。事務局の

怠慢を心よりお詫び申し上げます。▽右の漫画は日本キリスト

教団長浜教会牧師の川上幹太さんに描いて頂きました。また、

社会学者の堀江有里さんによる連載「『居場所』を考える」も

続いております。ぜひお読み下さい。お二人ともさんまクラブ

の役員の務めも担っていただいております。▲2014 年度残

り半分を切りましたが、大変厳しい財政状況が続いておりま

す。ぜひNPO さんまクラブを引き続きお支え頂き、支援の輪

を広げて下さいますようにお願い申し上げます。△また

2015 年度から、放課後さんまクラブの毎日開催など、大幅

な事業拡大を計画しております。覚えてさらなるご支援をよろ

しくお願いいたします。▼寒い日がしばらくは続きそうです。

お身体を大切になさってお過ごしください。どうぞ良いクリス

マスを！ 


